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	   報 告 者
	WORLD  Team   Coach

佐藤　麻衣子

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	チャーター艇

メーカー
	XSP（ｴｸｽﾄﾘｰﾑ）、ﾌｧｰｲｰｽﾄ新艇各1/2
	マスト、ブーム

スプリット
	ブラックゴールド新品
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	ファーイースト新品

オプティパーツ新品


	気象について
	気温は高いが、天気は変わりやすく、晴れ～曇り～雨といろいろな天気があった。

日本の夏よりは湿気がすくなく、過ごしやすい感じで、暑すぎたりしないのがよかった。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	毎日、ほぼ同じ風向から風が吹いてきて、風が強まったら左に風軸が振れ、弱くなったら右に振れる傾向があった。上マークまでは風のシスト・強弱がたくさんあったようである。島と岸に囲まれていたので、

どの方向から風が吹いても、ほぼ陸風でよく振れた。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	最終レース終了後に陸上でＢ旗があがった場合、チームリーダー、もしくはコーチが、チーム全員が帰着しているか確認して、帰着申告を行わないといけなかった。（主に悪天候の時のためか）

一度だけあった。

	　レースコース図
	普段と同様

	　コーチボート

　について
	2カ国ずつシェア。日本はブルガリアとシェアした。相手は２人も参加だったので、全員でも7人で、

ボートは使いやすかった。コーチボートはfarreastのもの。特にこれといって問題もなく、現地のサポートもよく、何も困らなかった。ガソリン代も安かったのがよかった。


· 以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい

	　選手の特徴、体格


	軽風～順風の風域でのレースだったので、体の小さく、軽量の選手が上位に多く見られた。

	　艤装品について
	ほぼ、全員がチャーターボート使用のようだった。マスト・フォイルについても同様。

セールはＪセールが一番多めか？日本のノースセールも全く問題なく走っていた。

	　セッティング等
	特に、異なる点はなし。

上位選手は常に風にあったセッティングにあわせていたように見えた。

	　海上での練習方法
	各国、全員でよくまとまって練習できていた。（と思う。）

マークを打ってレースなどをやり、日本チームもそこに参加した。

	　セーリング技術
	特に素晴らしく、飛びぬけた技術を持っているというふうには見えなかった。

しかし、自分の力をしっかりと出せる精神力があったのかもしれない。

	　戦術、戦略など
	よくわからない。

	　日本選手が

　劣っていること
	海外に行ったとき、食事などが進まないこと。（普段の生活がわからないので、比べることができないが）

ワールドのような長いレガッタを戦う場合には、自分が元気な状態で1週間戦い抜けないといけないため、

そこにもしっかりと意識を持って体調管理に留意してほしい。レースにおいては、やはり海外選手に遠慮があるのか？と思えるような場面も少しあった。

	　日本選手が

　勝っていること
	タックなどの基本動作技術は日本選手のレベルは高い。

各選手ともスタートなどが上手くいけば上位を走る力は十分にある。

	　日本チームとして

の課題
	· チームとしてもっともっとまとまりを持つこと。情報の共有、集約

· チームレースの位置づけ、対策

· 食事等の対策

· コーチと選手のもう少し時間をかけた関係づくりなど

	　ＪＯＤＡへの要望
	コーチとして参加できて楽しかったが、子供たちとの事前準備の時間が短すぎて、よりよい対応が出来ないところもあった気がした。ぜひ、早期のコーチ確定、選手とのコミュニケーションをとる機会と時間、継続的なコーチグの機会を！

	　　　その他
	選手に対し、ルールの講習会（ルール変更にしっかり対応できているか）

合宿等での英語の講習等（簡単な挨拶、レースで使う言葉など）


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

